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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第29期 

第３四半期 
連結累計期間 

第30期 
第３四半期 
連結累計期間 

第29期 

会計期間 
自平成23年４月１日 
至平成23年12月31日 

自平成24年４月１日 
至平成24年12月31日 

自平成23年４月１日 
至平成24年３月31日 

売上高（千円）  997,842  988,770  1,324,291

経常利益（千円）  54,967  32,009  74,563

四半期（当期）純利益（千円）  31,698  13,337  45,482

四半期包括利益又は包括利益（千円）  30,570  14,188  45,261

純資産額（千円）  2,208,564  2,224,550  2,223,255

総資産額（千円）  2,848,385  2,887,885  2,864,737

１株当たり四半期（当期） 

純利益金額（円） 
 491.66  206.88  705.46

潜在株式調整後１株当たり四半期 

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  77.5  77.0  77.6

回次 
第29期 

第３四半期連結 
会計期間 

第30期 
第３四半期連結 

会計期間 

会計期間 
自平成23年10月１日 
至平成23年12月31日 

自平成24年10月１日 
至平成24年12月31日 

１株当たり四半期純利益金額（円）  113.08 89.39

２【事業の内容】
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 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。 

(1）業績の状況 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復の兆しがみられるものの、欧州危機に端を発し

た世界経済の落ち込みは根強く、政権交代による大型景気対策への期待が高まるものの、国内経済の見通しも依然

として先行きは不透明な状況にあります。 

当社グループにおきましては、ネットサービス事業における各サービスは、堅調に推移しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高 千円（前年同期比 %減）となり、営業利益 千円

（前年同期比 %減）、経常利益 千円（前年同期比 %減）、四半期純利益 千円（前年同期比

%減）となりました。 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題につきましては、重要な変更はありませ

ん。 

(3）研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、 千円であります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

①経営成績に重要な影響を与える要因 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおける経営成績に重要な影響を与える要因につきましては

重要な変更はありません。 

②経営戦略の現状と見通し 

当第３四半期連結累計期間におきましては、決済代行サービスの拡充及び、新サービスの提供を行う等、事業拡

大に注力してまいりました。今後におきましても、新規サービスの提供を積極的に行い、引き続き既存サービスの

拡充にも取り組んでまいります。 

(5) 資本の財源及び資金の流動性についての分析 

 ①財政政策 

当社グループは、当第３四半期連結会計期間末現在、現金預金残高が 千円、有利子負債が 千円と

実質無借金経営を継続しております。 

②財政状態の分析 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、流動資産のその他に含まれる未収入金が 千円増加したこと等に

より前連結会計年度末と比べ 千円増加し 千円となりました。負債につきましては、流動負債のそ

の他に含まれる未払金が 千円増加したこと等により、前連結会計年度末と比べ 千円増加し 千

円となりました。純資産につきましては、四半期純利益の計上により、前連結会計年度末に比べ 千円増加し

千円となりました。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

988,770 0.9 28,930

47.0 32,009 41.8 13,337 57.9

10,804

710,795 350,000

28,343

23,148 2,887,885

20,410 21,853 663,335

1,294

2,224,550
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

 該当事項はありません。 

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種 類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  264,000

計  264,000

種 類 
第３四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（平成24年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月12日） 

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名 

内 容 

普通株式  72,535  72,535 東京証券取引所（マザーズ） 

当社は単元株制度

は採用しておりま

せん。 

計  72,535  72,535 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数
（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成24年10月１日～ 

平成24年12月31日 
 －  72,535  －  919,250  －  229,812

（６）【大株主の状況】
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が7株含まれております。また、「議決権の数」欄に、同機構

名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個が含まれております。 

②【自己株式等】 

  

該当事項はありません。   

（７）【議決権の状況】

  平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      8,063 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式     64,472  64,472 － 

発行済株式総数          72,535 － － 

総株主の議決権 －  64,472 － 

  平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数（株） 

他人名義所有 
株式数（株） 

所有株式数の 
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

 株式会社ＡＳＪ 
埼玉県川口市栄町

三丁目２番16号 
 8,063  －  8,063  11.12

計 －  8,063  －  8,063  11.12

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 791,429 710,795

受取手形及び売掛金 19,188 16,681

有価証券 － 200,247

商品及び製品 22,143 26,556

仕掛品 1,217 842

原材料及び貯蔵品 9,548 7,445

その他 92,028 125,484

貸倒引当金 △95 △71

流動資産合計 935,459 1,087,980

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 638,417 615,698

土地 646,749 646,749

その他（純額） 22,285 20,486

有形固定資産合計 1,307,452 1,282,934

無形固定資産   

のれん 65,550 54,227

その他 319,188 326,659

無形固定資産合計 384,739 380,887

投資その他の資産 237,085 136,083

固定資産合計 1,929,277 1,799,905

資産合計 2,864,737 2,887,885
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 41,742 42,201

短期借入金 350,000 350,000

未払法人税等 12,107 8,028

賞与引当金 － 15,949

その他 230,981 240,862

流動負債合計 634,831 657,041

固定負債 6,650 6,293

負債合計 641,481 663,335

純資産の部   

株主資本   

資本金 919,250 919,250

資本剰余金 872,031 872,031

利益剰余金 814,558 815,002

自己株式 △377,149 △377,149

株主資本合計 2,228,690 2,229,134

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △66 △51

為替換算調整勘定 △5,368 △4,532

その他の包括利益累計額合計 △5,435 △4,584

純資産合計 2,223,255 2,224,550

負債純資産合計 2,864,737 2,887,885
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 997,842 988,770

売上原価 500,177 505,363

売上総利益 497,665 483,407

販売費及び一般管理費 443,063 454,476

営業利益 54,601 28,930

営業外収益   

受取利息及び配当金 431 1,551

為替差益 － 2,304

その他 2,432 1,356

営業外収益合計 2,863 5,213

営業外費用   

支払利息 1,805 1,824

為替差損 693 －

その他 － 309

営業外費用合計 2,498 2,133

経常利益 54,967 32,009

特別損失   

固定資産除却損 16 －

特別損失合計 16 －

税金等調整前四半期純利益 54,951 32,009

法人税、住民税及び事業税 23,252 18,671

法人税等合計 23,252 18,671

少数株主損益調整前四半期純利益 31,698 13,337

四半期純利益 31,698 13,337
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 31,698 13,337

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △125 14

為替換算調整勘定 △1,002 836

その他の包括利益合計 △1,127 850

四半期包括利益 30,570 14,188

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 30,570 14,188

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

  

（減価償却方法の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。 

  

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負の

のれんの償却額は、次のとおりであります。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

配当金支払額 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

配当金支払額 

  

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

【会計方針の変更】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

減価償却費 千円 85,351 千円 83,287

のれんの償却額 千円 11,323 千円 11,323

負ののれんの償却額 千円 328 千円 328

（株主資本等関係）

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月17日 

定時株主総会 
普通株式  12,894  200  平成23年３月31日  平成23年６月20日 利益剰余金 

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日 

定時株主総会 
普通株式  12,894  200  平成24年３月31日  平成24年６月25日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理営業部門に係る一般管理費であります。  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

事業セグメントの利益又は損失の測定方法の変更 

第１四半期連結会計期間より、各事業セグメントへ直課できない営業費用の、各事業セグメントへの配賦

方法を変更しております。これは、新規事業に伴う組織変更等により、業績管理手法を見直したことによる

ものであります。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益が、ネッ

トサービス事業で 千円減少しております。  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

合計 
ネットサービス事業 その他事業 

売上高      

外部顧客への売上高  988,743  9,099  997,842

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  3,012  3,012

計  988,743  12,111  1,000,854

セグメント利益  253,706  6,768  260,475

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計 260,475

のれんの償却額 △9,163

全社費用（注） △196,710

四半期連結損益計算書の営業利益 54,601

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

合計 
ネットサービス事業 その他事業 

売上高      

外部顧客への売上高  979,671  9,099  988,770

セグメント間の内部売上高又は振替高  －  3,012  3,012

計  979,671  12,111  991,782

セグメント利益  214,729  7,217  221,947

  （単位：千円）

利益 金額   

報告セグメント計 221,947

全社費用（注） △193,016

四半期連結損益計算書の営業利益 28,930

9,163
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 491 66 円 銭 206 88

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  31,698  13,337

普通株主に帰属しない金額（千円）   －   －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  31,698  13,337

普通株式の期中平均株式数（株）  64,472  64,472

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＳＪ

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビ

ューを行った。 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＳＪ及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。 

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。  

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年２月12日

株式会社ＡＳＪ 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 山本 禎良  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 大和 哲夫  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 飯塚 正貴  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が

別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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